

































































































































































































































































































































































































47⑥ 山内・太田 カエルSingle　Twitch　Fiberの残生について． 597
A B
唖L　　　　l5誓
、贈．
Fig．6　Control　potassium　contracture　recorded　l　hour　after　immersion　in
　modi丘ed　Medium　199（A）and　ca任eine　contracture　recorded　at　the　time
　when　twitch　was　completely　inhibited（B）．
　Potassium　contracture　was　induced　by　190　mM　K：＋．　CaHeine　contracture
　was　induced　by　7　mM　caEeine．
様なtime　cQurseで抑制され，　twitch　tensionがまず
消失し，それにやや遅れてK拘縮の完全抑制が起こるこ
とが示された（Figs．1～3，　Table　1）．一方，　ca晩ine拘縮
については，K拘縮が完全に抑制された時点でも，なお
contro1とほぼ同様のtensionを発生することが示され
た（Table　1，　Fig．4）．また，抗生剤添加Ringer液下の
残生single飾erにおいても，これとほぼ同様な成績が
得られた（Table　1，　Fig．5）・これらの成績ならびに前報1）
の抗生剤添加Ringer液下に残生させたwhole　sartorius
muscleにおいて，　twitch　tensionがcontrolの10％以
下に抑制された残生24時間後においても，なおresting
potentia1はほぼ正常に維持され，　action　potentia1もほ
ぼ正常に起こるという事実を考慮すると，正常Ringer液
下に残生させたsingle飾erのtwitchならびにK拘縮
のpeak　tensionの抑制は，　E－C　couplingのdissocia－
tionによりもたらされると考えられる．したがって，前
報1）における結論は，この点からも支持されると思われる．
　Kosaka砿αZ．3）は，　カエルのsingle　twitch丘berの
K拘縮に対する外液Ca除去の影響を精査し，彼らの条件
下に起こるK拘縮のpeak　tensionの抑制のtime
courseは，抑制の軽度な相と，これにひき続いて起こる
比較的急速にかつ完全抑制に至る相の2相性を示すこと，
またそのK拘縮のpeak　tensionの抑制はmechanical
inactivationの進行によるE－C　couplingのdissocia－
ti・nによることを報告した．　Fig．3に示されるように正
常Ringer液下に残生させたsingle飾erのK拘縮の
peak　tensionの抑制のtime　courseは，長時間にわた
る抑制のほとんど認められない相と，これにひき続いて起
こる比較的短時間内に完全抑制に至る2相性を示した．こ
の成績は，time　scaleは異なるが，そのtime　courseが
2相性を示すという点においてKosaka　8ψαZ．3）の報告と
類似する．したがって，正常Ringer液下に残生させた
single飾erにおけるE－C　couplingのdissociationは
mechanical　inactivationの進行によるE－C　coupling
のdissQciationのカテゴリーに属すると一応考えられる．
しかし，K：osaka　8孟αZ．3）によれぽ，彼らの条件下に起こ
るE－Ccouplingのdissociationは，　reversibleな現
象であるという．前報1）において，modi飴d　Medium　199
下に残生させたwhole　sartorius　muscIeの皿echanical
responseの抑制は著明に遅延することが示された．この
点を考慮して，正常Ringer液下に残生させたsingle
且be のtwitchの抑制が，　modi且ed　Medium　199下に
回復するかどうかを検討したが，modi五ed　Medium　199
に20分間浸漬されることによっても正常Ringer液下に
抑制されたtwitchは回復せず，また正常Ringer子下に
抑制されたK拘縮の回復も認められなかった・さらに，
最近Nagaiθ‘α♂．10）によれぽ，　K拘縮のpeak　tension
の抑制のtime　courseの第1相は，　exponentialである
という．しかし，われわれのK拘縮のpeak　tensionの
抑制のtime　courseは，残生13時間後まではほとんど抑
制されず，残生13時間後から14時間後にかけてわずかに
約10％の抑制が認められた（Fig．3）．この軽度の抑制の
相がexponentialであるかどうかは，本実験の成績から
は不明である．この点は今後さらに精査する必要があろう．
　以上より，正常Ringer液下に残生させたsingle丘ber
においてE－CcQuplingのdissociationは起こるが，こ
れがmechani al　inactivationによるE－C　couplingの
dissociationによるかどうかについては，今後，正常
Ringer三下に残生させたsingle丘berのK拘縮につい
てのさらに詳細な検討にまたなければならないと思わ
れる．
　Modi丘ed　Medium　199下に残生させたsingle五ber
のtwitch　tensionは，予想に反して，正常Ringer液
下に残生させた場合よりかなり早期に抑制された（Tables
land　2）．しかし，　modi丘ed　Medium　199下の残生
single五berのtwitchが消失した後も，なおcaffeine
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拘縮はcontro1と大差なく起こること（Fig．6）から，こ
のtwitchの消失はE－C　couplingのdissociationに
よるものであり，single五berの単なる損傷によるもので
ないと考えられる．前袖1）において，われわれはwhole
sartorius　muscleをInodi丘ed　Medium　199下に残生さ
せた揚合，mechanical　responseの抑制は著明に遅延す
ることを報告した．以上の成績は，明らかにこれに反する．
これらの成績の差についてはなお不明であるが，modi五ed
Medium　199は器官培養液としてはRinger液より優れ
ているが，細胞培養には不適であるのかもしれない・しか
し，哺乳動物の諸種の細胞の培養にMedium　199は広く
用いられている9・11）点は考慮を要する．また，細菌の繁殖
を抑制した条件下に残生させたwhole　sartorius　muscle
のK拘縮のpeak　tensionは，少なくとも残生24時間
後まではほとんど抑制されなかったが1），一方single丘ber
では細菌の繁殖が抑制されたと考えられる条件下にも，そ
れは高々12時間程度にすぎなかった（Table　1，　Fig．3）・
これらの事実は，器官としてのwhQle　muscleと細胞と
してのsiηgle茄erとの間に明らかな差があ！ることを
示す．あるいは器官としてのwhole皿uscleにおいて，
細胞間隙に存在するcollagen飾erなどが，異常環魔に
おかれた筋細胞を保護するのに役立っているのかもしれ
ない．
5要　　約
　カエルのsingle　twitch飾erを一定温度（20±1。C）下
で正常Ringer液，抗生剤添加Ringer液およびmodi一
夕ed　Medium　199下にそれぞれ残生させ，それらの
mechanical　responseを経時的に検討し，以下の成績を
得た．
5・1正常Ringer垂下に残生させたsingle丘berの
twitchならびにK拘縮のpeak　tensionは，残生時間
の経過とともに抑制された．その抑制のtime　courseは
長時間にわたる軽度な抑制の相とこれに続いて起こる比較
的急速にかつ完全抑制に至る2相性を示した．残生約13．3
時間後にtwitchは完全に抑制され，それより30～40分
遅れてK拘縮も完全に抑制された・一方，c誼eine拘縮
は，K拘縮が完全に抑制された時点でも，なおcontro1
と大差なく起こることが示された．
5・2抗生剤添加Ringer液下に残生させたsingle飾er
のtwitchおよびK拘縮は，正常Ringer液下の残生
single丘berの場合とほぼ同じ時間で完全に抑制された．
また，K：拘縮が完全抑制された時点でも，　caffeine拘縮
はなおcontrolと大差なく起こることが示された．
5・3Modi丘ed　Medium　199下に残生させたsingle飾er
のtwitchは残生約6．4時間後に完全に抑制された・その
時点で，K拘縮のpeak　tensionは約35弩抑制されたが，
c誰eine拘縮はcon亡ro1と大差なく起こることが示さ・
れた．
5・4正常Ringer二二に残生させたsingle飾erの・
twitchが完全に抑制された後にsingle丘berをmQdi一
丘ed　Medium　199に20分間浸漬しても，　twitchは回復
しなかった．
　以上の成績にもとづいて残生筋におけるmechanical
responseの抑制の機序に関して考察した．
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